
Ⅰ　安全・安心まちづくり事業費　　２，４４１千円　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１ 多摩区安全・安心ま
ちづくり推進事業

1,545千円
【危機管理担当】

　安全で安心なまちづくりを推進するため、区民・地域、警察、消防、行政が連
携し、防犯、防火、交通安全、放置自転車対策等の活動に取り組む推進体制を整
備し、ホームページを活用した地域安全情報の発信、パトロール支援、路面表示
や立看板による環境改善のほか、防犯セミナーや防犯出前教室を実施する。

　1,545千円（事業実施委託料1,450千円、備品購入費95千円）

２ 市民防災活動支援事
業

611千円
【危機管理担当】

　地域防災活動の中心的役割を担う自主防災組織の育成及び区民の防災意識の向
上を図るため、防災セミナー、日赤救急法基礎講座、防災フェアを開催する。

　611千円（事業実施委託料）

３ まちなか交通安全教
室開催事業

285千円
【危機管理担当】

　高校生を相手に行ってきた交通安全教室の対象を広げ、一般の住民を対象とし
て開催し、より多くの方々に参加いただくことで、交通安全意識の高揚を図る。
その手法として、スケアードストレート（恐怖を直視させる）方式を取り入れ、
スタントマンの実演による交通事故の再現を観覧者の目の前で行い、安全で確実
な自転車の乗り方等ルールとマナーを周知する。

　285千円（事業実施委託料）

Ⅱ　地域福祉・健康づくり事業費　　９２４千円　　　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１ パサージュたま開催
事業

108千円
【地域保健福祉課】

　多摩区内の障害者団体並びに生活支援や就労支援を行っている障害者施設及び
作業所等の普及啓発活動を通じて、多くの区民に障害福祉への理解と関心を深め
てもらうとともに、障害者が地域社会とのつながりを持つことを目的として、月
１回(年１１回、８月は実施なし)、区役所総合庁舎アトリウムを利用して開催す
る。また、チラシの配付等により広報を行う。

　108千円（消耗品費87千円、郵送料21千円）

２
○

健康づくり推進事業

367千円
【地域保健福祉課】

　多摩区の特色を活かした場所・もの等によって、幅広い世代が交流し、健康づ
くり及び食育に対する普及啓発を目的とする。
（１）健康づくり普及啓発イベント１回
（２）食育イベント１回
（３）区民向け講演会（交流会含む）

　367千円（講師・ボランティア謝礼68千円、消耗品費202千円、
　　　　　 印刷製本費49千円、郵送料他48千円）

３
○

精神保健普及啓発事
業

165千円
【保健福祉サービス
課】

　病気に関する知識や対応方法、地域が抱えている問題点についての講演会を開
催するため、会議等を開き、地域が抱えている精神保健に関する問題点について
話し合い、内容を検討する。また、多摩区の精神保健に携わる支援者のネット
ワーク構築も行っていく。さらに、支援者に対しての勉強会なども実施し、多摩
区の精神保健に携わる支援者の技術の底上げをはかり、より充実した支援を提供
することができる地域を目指す。

　165千円（事業実施委託料）

４ スポーツ推進委員ス
キルアップ事業

284千円
【地域振興課】

　スポーツ推進委員が各担当地域８地区で健康づくりの推進役として活躍できる
よう、引き続き、指導技術のスキルアップを図る。

　284千円（事業実施委託料）

平成２４年度多摩区地域課題対応事業一覧表
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Ⅲ　総合的こども支援事業費　　１５，０３２千円　　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１
○

多摩区こども総合支
援連携事業

2,452千円
【こども支援室】

　区におけるこども・子育てに係る市民団体・グループと区内こども関連施策実
施機関とのネットワークを形成し、協力・協働による連携調整機能の強化を図
る。また、庁内の検討会議と連動し「多摩区こども支援基本方針―たまっ子プラ
ン―」に基づいた各団体・機関・関係部署のネットワークを活かした活動を具体
化し、地域で子育てを支援する仕組みづくりを行う。

　2,452千円（事業実施委託料2,237千円、印刷製本費146千円、郵送料37千円、
　　　　　　 食糧費14千円、消耗品費12千円、会場使用料6千円）

　発達の連続性をふまえた子どもの育ちやひとり一人の子どもの成長を一体的に
支援するために、区内の幼稚園・保育園・小学校が連携を図り、情報交換や保育
体験等を実施し支援体制作りを進める。
　連絡会議や交流事業を通し、区内の幼稚園、保育園及び小学校の職員が相互に
理解を深め、幼児・児童に関する諸課題等について話し合い、情報共有や交流を
行いながら、相互協力・連携を進める。

（１）連絡会
　①幼稚園保育園長・小学校校長連絡会・代表者連絡会
　②実務担当者連絡会
（２）各種交流事業・行事参加及び情報共有・意見交換会

　293千円（印刷製本費164千円、郵送料72千円、消耗品費27千円、
　　　　　 食糧費23千円、会場使用料7千円）

　就学前児童の増加や待機児童の増加という保育所を取り巻く現状への対応策と
して、民間保育所への人材育成等の運営支援が求められている。また、虐待通告
件数や育児不安、発達障害児の増加などで子育て支援ニーズへの対応強化が必要
である。それらに適確に応えていく為に第２期保育基本計画を受け、平成２３年
度から区移管になった公立保育所８園が具体的に次のような事業を行う。

（１）地域への子育て支援事業
　　地域のこども・子育て支援機能の強化
　①保育体験　②こどもの発達に関する相談　③プール開放・水遊びの提供
（２）区内保育所職員への研修事業
　　民間の保育所への支援と適切な指導・監督の実施に向けた人材育成
　①行事支援　②保育園児や職員の交流・研修等

　1,118千円（消耗品費629千円、事業実施委託料142千円、郵送料135千円、
　　　　　　 謝礼金120千円、給食費85千円、会場借上料7千円）

　地域子育て支援施策として、社会が一丸となって子育てを支援していく地域づ
くりを目的に学習会や催し等を実施する。
　子育て支援者を対象とした各種研修や地域全体に向けての子育てへの理解を深
めてもらう普及啓発、親を対象とした子どもに関する講座や子育て不安及びスト
レスの軽減を図る催し等を地域子育て支援者や団体とともに企画・実施する他、
平成２２年度以降、多摩区こども総合支援連携会議や相談業務等を行う中で出て
きた地域課題をテーマにした課題対応型事業等も実施。

　326千円（講師謝礼252千円、消耗品費45千円、会場使用料18千円、
　　　　　 保険料6千円、郵送料5千円）

５
◎

スーパーバイズによ
る相談機能強化事業

192千円
【こども支援室】

　年々子どもの相談が増加している状況で、多問題ケースに対して問題を軽減
し、子どもの健やかな育成を支援するために、相談過程についてケースの状況の
分析・見立て・支援方法などの助言を受け、ケース支援の充実と併せて職員のス
キルアップを行う。また、関係機関からの事例提出や参加により、機関連携の強
化を図る。

　192千円（講師謝礼190千円、消耗品費2千円）

６
○

親と子の集いの場づ
くり事業

579千円
【こども支援室】

　家庭で保育している親子を主な対象に、楽しく集い、遊ぶ場や子育て情報提
供、こどもが安全に遊べる環境整備を地域の子育て支援者等と協働で実施する。
育児不安やストレスの軽減及び親同士の交流を図るとともに、地域の子育て支援
環境の充実の一助とする。
（１）多摩区「ママとあそぼうパパもね」事業
（２）多摩区子育て安全マット・玩具貸し出し事業

　579千円（消耗品費314千円、保険料160千円、謝礼金105千円）

多摩区幼・保・小連
携事業

293千円
【こども支援室】

２
○

こども・子育て普及
啓発事業

326千円
【こども支援室】

４
○

公立保育所の地域支
援推進事業

1,118千円
【こども支援室】

３
◎
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７
○

多摩区「親と子の育
児園」事業

1,655千円
【こども支援室】

　０歳から３歳までの家庭で保育をしている親子を主な支援対象として、子育て
についての学習や交流の機会を提供し、子育て力を養うとともに、虐待予防施策
の一助として地域の資源活用及び支援ネットワークへつなげる機会とする。ま
た、地域の子育て支援機関の連携を図り、子育て支援の仕組みづくりを強化す
る。

　1,655千円（事業実施委託料1,635千円、消耗品費20千円）

８ 親育て・子育て支援
者養成事業

992千円
【こども支援室】

　少子高齢化や子どもと家庭を取巻く環境の変化の中で、地域の育児力の低下や
子ども・子育てにおいて様々な問題が生じている。このような中、虐待予防及び
地域や社会関係の再構築を視野に入れた地域の子育て支援体制の拡充に向けて子
育て支援者の養成を行う。

　992千円（事業実施委託料977千円、会場使用料15千円）

９ 多摩区子育て支援パ
スポート事業

673千円
【こども支援室】

　区商店街連合会との協働により、区内の妊娠中から１８歳未満の子どもがいる
家庭の経済的負担の軽減と、声かけ・見守りによる地域でのコミュニケーション
を高め、子育てを地域社会が一体となって支援する。具体的には、パスポート
カードを協賛店に提示し、店独自のサービス提供やイベントの実施とともに商店
街の活性化を図る。

　673千円（事業実施委託料）

10 多摩区こども総合支
援に係る情報収集・
発信事業

1,562千円
【こども支援室】

　子育て家庭のニーズに応じて、多様な情報提供を行うことで、親の育児不安の
軽減及び地域子育て支援体制へつなげる機会とする。また、広報面での団体支援
を行うとともに、区民や地域団体と協働で地域情報の積極的な収集・発信を行う
ことで、市民活動支援・コミュニティの活性化を目指す。

　1,562千円（事業実施委託料755千円、印刷製本費726千円、消耗品費81千円）

11
○

多摩区こどもの外遊
び事業
※区民会議関係

982千円
【こども支援室】

　生活環境や家族のあり方、ライフスタイルの変化に伴い、子どもを取り巻く環
境も変化していることから、運動場や公園等の広場、周辺にある自然環境の中で
子どもの創造力を培う「こどもの外遊び」を推進し、子どもの知育や子育てを楽
しむ場を地域でつくることを目的とする。

　982千円（事業実施委託料）

12
◎

大学との連携による
教育課題調査事業

640千円
【こども支援室】

　総合的な子育て支援の一環として、学校教育現場における様々な課題を調査
し、現状分析及び解決に向けての方策を検討する。成果について区役所・小中学
校・地域等で共有することを目的に、シンポジウムの開催や報告書の活用を図
る。

　640千円（事業実施委託料）

13 幼児の発達支援事業

1,666千円
【保健福祉サービス
課】

　「ことばが遅い」「多動」「こだわりが強い」など精神及び社会性の発達に関
する不安や育てにくさを感じている幼児と保護者に対し、子どもの発達を促す支
援と保護者の育児不安及び育児負担に軽減を図るように支援を行う。

　1,666千円（保育士・心理職・言語聴覚士・体育指導員謝礼1,618千円、
　　　　　　 消耗品費26千円、保険料22千円）

14 生きがいと楽しさを
持てる子育て交流支
援事業

1,433千円
【保健福祉サービス
課】

　地域の方々と共に、子育て中の親子が気軽に集まれる場を開催し、集団遊びや
グループワークを通じて子育ての楽しさを体験する。また、子育て中の親子の交
流や地域の方々との交流を推進する。さらに、各種場面で充実した育児支援を実
施するために保育士、ボランティアを配置し、親子共に安心、安全に受診及び相
談のできる環境を整備する。

　1,433千円（ボランティア・保育士謝礼1,384千円、消耗品費49千円）

15 たまたま子育てまつ
り開催事業

469千円
【生涯学習支援課】

　多摩区で安心して子育てができる地域の環境づくりを進め、子育て支援団体・
市民グループ・関係行政機関の協働により情報ひろば・親子で遊べる機会・子育
て相談・子育てサークルの活動紹介などの多彩な情報提供を行うとともに、区民
の交流できる場・学びの場を総合的に提供する。
　また、「おまつり」だけでなく、子育て中の保護者を対象とした「子育てに関
する講演会」を開催し、子育ての諸問題を考えてもらう学習機会を提供する。

　469千円（負担金）
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Ⅳ　環境まちづくり事業費　　５４５千円　　　　　　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１
○

カーボン・チャレン
ジ川崎エコ戦略関連
事業

350千円
【企画課】

　多摩区役所地球温暖化対策事業計画に基づき、ＣＣかわさき関連事業を市民活
動団体などとの協働により実施する。
（１）緑のカーテン大作戦
（２）多摩区役所打ち水プロジェクト
（３）イベントでのリユース食器を活用した取組み
（４）エコ関連啓発イベントの実施
（５）エコの取組の広報

　350千円（事業実施委託料304千円、消耗品費46千円）

２ 水辺の愛護活動事業

195千円
【地域振興課】

　市内はもとより、他都市からも多くの人々が訪れる歴史的な環境資源である二
ケ領用水を育み、憩える緑豊かな水辺の空間づくりに寄与するとともに、区民の
環境愛護活動を推進するため、町内会・商店街・こども会・市民団体・学校・事
業者で河川敷のゴミ回収など、清掃・愛護活動を協働で実施する。

　195千円（消耗品費）

Ⅴ　地域資源活用事業費　　２９，２８４千円　　　　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１ 観光振興・タウン
セールス推進事業

7,419千円
【地域振興課】

　多摩区を豊かな自然や文化財と身近で触れ合える観光エリアとして広報宣伝
し、区のイメージアップを図り、観光客の誘致に努めるため、多摩区観光推進協
議会と連携し、区の魅力を市の内外に積極的にアピールしながら、集客力の向
上、交流人口の増加、地域の活性化につながる取組を進め、住み良い、賑わいと
魅力あるまちづくりを推進する。

　7,419千円（事業実施委託料6,498千円、臨時的任用職員賃金921千円）

２ 「音楽のまち・かわ
さき」多摩区事業

3,887千円
【地域振興課】

　市の施策である「音楽のまち・かわさき」を多摩区でも推進するため、区民に
音楽芸術に身近に触れる機会を提供し、併せて多摩区の魅力をアピールすること
を目的として音楽事業を実施する。

　3,887千円（事業実施委託料3,819千円、消耗品費68千円）

３ 里地里山の保全活動
事業

850千円
【地域振興課】

　自然の豊かさや大切さを体験してもらうことを目的に区内の青少年をはじめ区
民に大小様々な森と触れ合う機会を提供するため、生田緑地を中心とした身近に
ある森で事業を実施する。

　850千円（事業実施委託料）

４ ミニ水族館の維持管
理

942千円
【地域振興課】

　多摩区役所を安らぎと潤いのある環境にし、郷土の多摩川をより身近に感じて
もらうため、多摩川に生息する魚類を総合庁舎１階に設置した水槽で飼育し、ミ
ニ水族館として来庁する区民向けに展示する。

　942千円（保守委託料756千円、器具購入費186千円）

５ 郷土芸能推進事業

100千円
【地域振興課】

　かけがえのない貴重な資源である多摩川を多くの人に親しんでいただき、関心
を持ってもらうために多摩川流域に根付き、伝承されている郷土芸能を一同に集
めた多摩川流域郷土芸能フェスティバルを開催する。

　100千円（負担金）

６
○

多摩区・３大学連携
事業

2,679千円
【企画課】

　多摩区と区内３大学（専修大学・明治大学・日本女子大学）で構成する「多摩
区・３大学連携協議会」（平成１７年１２月設立）の運営により、大学と地域の
交流連携を図るとともに、地域の様々な課題の解決に向けた取り組みを大学と連
携してモデル的に実施する。

　2,679千円（事業実施委託料2,365千円、会場使用料他290千円、
　　　　　　 消耗品費24千円）
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７
○

多摩区制４０周年記
念事業

837千円
【企画課】
【生涯学習支援課】

　平成２４年４月１日に多摩区制４０周年を迎えるため、多摩区の歴史や自然に
親しむ記念事業を実施する。
（１）３大学知的探訪
（２）記念講演会

　837千円（講師等謝礼380千円、印刷製本費287千円、事業実施委託料150千円、
　　　　　 消耗品費20千円）

８
○

観光振興・タウン
セールス推進事業
（局区連携事業）

12,570千円
【地域振興課】

　豊富な地域資源を活かした魅力あるまちづくりを推進するため、観光ボラン
ティアガイドによるツアーや、「藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム」１周年記念イ
ベント等を区民との協働により実施する。

　12,570千円（事業実施委託料）

Ⅵ　地域コミュニティ活性化推進事業費　　１４，０９８千円　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１ 地域コミュニティの
活性化促進事業

1,021千円
【地域振興課】

　町内会・自治会の抱える未加入世帯の増加という課題に応えるための支援策に
ついて検討し、方策を実施し加入率の向上を図り、コミュニティの活性化を目指
す。
　「町内会・自治会アンケート」の検討結果に基づき、地域コミュニティ活性化
に向けて、ワークショップなどの手法を活用しながら、課題解決に向けた具体的
な取り組みを行う。

　1,021千円（事業実施委託料）

２ 多摩まちかど祭開催
事業

800千円
【地域振興課】

　区内相互のふれあいと地域の活性化を目指して、区民一人ひとりが舞台運営の
担い手となれるステージショーを区民祭の会場で開催して、心温かい地域コミュ
ニティの形成に役立てる。

　800千円（事業実施委託料）

３ まちづくり推進事業

4,962千円
【地域振興課】

　区内のまちづくりに関する課題の提起及びその解決のための実践を区民と協働
して行う。

　4,962千円（事業実施委託料）

４ 市民活動支援事業

4,491千円
【地域振興課】

　市民活動の拠点として、平成２４年１月１６日に多摩区総合庁舎にリニューア
ルオープン及び生田出張所に新設された「多摩区民活動・交流センター」の管理
運営を、区民と協働で行う。

　4,491千円（賃借料2,044千円、消耗品費2,004千円、
　　　　　　 郵便料296千円、器具購入費99千円、事業実施委託料48千円）

５ 公園を拠点としたコ
ミュニテイづくり推
進事業
（局区連携事業）
※区民会議関係

2,824千円
【企画課】

　第２期区民会議の提言を受けて、高齢社会への対応や子育て世代への支援策の
ひとつとして、「公園を拠点としたコミュニティづくり」に取り組み、公園を地
域のコミュニティの拠点とする。
　平成２３年度に「公園を拠点としたコミュニティ作り検討委員会」で作成した
報告書を受けて、フォーラムやモデル的なイベントを開催する。

　2,824千円（事業実施委託料2,784千円、謝礼金40千円）
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Ⅶ　区役所サービス向上事業費　　３，７０５千円　　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

　平成１６年、区民課におけるＩＳＯ認証後、質の高いサービスを継続的に維持
するための窓口環境整備費用として実施しており、区民課・保険年金課窓口の発
券機等の維持管理を行う。また、昨年度作成したパンフ「多摩区総合庁舎のご案
内」の外国語版を含めた作成及び改定される「川崎市区役所サービス向上指針」
の研修を行い、その成果を活かして更なる窓口サービスの改善を図る。さらに、
保健福祉サービス課の案内プレートを作成する。

　2,543千円（事業実施委託料他2,134千円、消耗品費他361千円、
　　　　　　 筆耕翻訳料48千円）

２ 区役所ホームページ
リニューアル事業

1,162千円
【企画課】

　情報発信方法のルール作りや、ホームページの見易さについて外部コンサルタ
ントに助言をもらいながら検討を行う。

　1,162千円（事業実施委託料）

Ⅷ　地域課題対応事業その他経費　　５，２１５千円　　　　　　　　（◎は新規事業、○拡充事業）

１ 磨けば光る多摩事業

2,203千円
【企画課】

　多摩区における地域課題の解決や、安全で安心・潤いのある暮らしの実現に向
けて、多摩区民が自主的、主体的に実施する公益性の高い活動提案を募集し、選
定されたものを区の事業として位置づけた上で、提案者に委託する。

　2,203千円（事業実施委託料2,100千円、講師謝礼88千円、消耗品費7千円、
　　　　　　 郵送料6千円、食糧費2千円）

２ 緊急対応経費

2,246千円

　緊急課題や区民の要望に対応すべき事業のための予備費

　2,246千円（事業実施委託料）

３ 共通事務経費

766千円

　地域課題対応事業費の共通事務経費

　766千円（消耗品費他）

※平成１７年度魅力ある区づくり推進事業費決算額　　45,792,352円
※平成１７年度魅力ある区づくり推進事業費決算額　　47,455,064円

１
○

（歳入）
Ⅲ－10　多摩区こども総合支援に係る情報収集・発信事業　印刷物広告料　50,000円（充当先：多摩区役所
管理運営費）
Ⅴ－１　観光振興・タウンセールス推進事業　印刷物広告料　80,000円（充当先：地域課題対応事業費）
Ⅵ－４　市民活動支援事業　印刷機使用料　720,000円（充当先：地域課題対応事業費）

【参考】
※平成２２年度協働推進事業費決算額　　　　　　　　39,752,309円
※平成２１年度協働推進事業費決算額　　　　　　　　43,681,392円
※平成２０年度協働推進事業費決算額　　　　　　　　44,451,522円
※平成１９年度協働推進事業費決算額　　　　　　　　48,341,603円
※平成１８年度協働推進事業費決算額　　　　　　　　43,394,959円

窓口サービス改善推
進事業

2,543千円
【区民課】
【保険年金課】
【保健福祉サービス
課】
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